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1　はじめに

　ビタミンDは生体におけるカルシウムと燐の

代謝の重要な調節因子の一つであり，2種のペ

プチド・ホルモン，すなわち，副甲状腺ホルモ

ン（PTH）とカルシトニンとともにカルシウム

のホメオスタシスに関与している。そもそも，

ビタミンDは1919年にくる病を実験的に惹起し

た栄養学者のMellanbyによって最初に同定さ

れ，その3年後の1922年に今日の栄養学を築い

たと云われるアメリカのMcCollumにより脂

溶性ビタミンと提唱されたことに始まる。一方，

時を同じくしてドイツとアメリカの医師達が紫

外線がくる病の発症と治療に重要な関係のある

　　　　　　　　　　　　　　エことを発見した。1930年代に入るとビタミンD

はその第二期を迎え，主としてWindausに

よって1932年にD2（calciferol），ついで1936年

にD3（cholecalciferol）の構造が明らかにされ

た。その結果，ビタミンDは，ステロイドに属

するがより明確にいえばseco－steroidであり，

皮膚に存在する前駆体ステロール，すなわち，

7－dehydrocholesterolから生成されることが

わかった。seco－steroidとはステロイド骨格の

構成環の一つが開裂を受けたものを云い，ビタ

ミンDの場合，B環が開裂されている。ビタミン

D3の化学構造は9，10－secocholest－5，7，10（19）一

trien－3β一〇1である（図1）。

　ビタミンDの研究にはその後大きな発展はみ

られず，その生理作用についての詳細な知識は

得られなかった。1960年代になって，比放射活

性の高いビタミンDの入手が可能になると，D

の生化学的研究は急に活発になった。まず，ビ

タミンDは生体内で数種の，より極性の強い化

合物に代謝されること，また，その中の幾つか

は，生物学的活性を有することなどが，わかっ

た。さらに，ビタミンDの代謝産物は小腸細胞

の核に結合することが証明された。プロビタミ

ンの7－dehydrocholesterolは紫外線照射に

よってビタミンD3に生成されるが，この時ステ

，σ（ア

　　D2 D3

図1．ビタミンD2とD3の化学構造

（註：ビタミンD2＝calcifero1あるいはergocalciferol，

　　ビタミンD3＝cholecalciferoD

D3は22と23位の炭素間に二重結合がないことと、

24位の炭素にメチル基のない点が、D2と異なる。
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図2．ビタミンD3の生合成

生成されたビタミンD3はビタミンD結合蛋白（DBP）と結合
して肝臓に運ばれる。

ロイドのB環Cg－C1。間に開裂が起こる（図

2）。人ではこの反応は皮膚で行われる。7－dehy・

drocholesterolは生体内でcholesterolから生

成されるし，cholesterolも肝臓，副腎などでか

なりの量が生合成される。したがって，ビタミ

ンD3はビタミンではなく適量の紫外線さえあ

れば，われわれは必要とする量を生合成するこ

とが出来る。ただし，ビタミンD3は食餌中に痕

跡含まれる物質であり，また皮膚を厚い布で

すっかり覆ってしまう様な風俗の人々や，工業

地帯のひどい大気公害下，あるいは日の射さな

い室内だけで生活せざるを得ない人々のことを

考慮して，今もなおビタミンと呼んでいる。

II　ビタミンD3の代謝

　前述のごとく，1922年にビタミンDが発見さ

れて以来，およそ45年もの間，このビタミンは

生体内でなんら代謝されることなしに小腸や骨

の標的組織に直接作用すると考えられていた。

ビタミンD代謝の研究を刺激した病態のひとつ

は慢性腎不全であった。この病気ではビタミン

D欠乏症状が現われ，大量のビタミンを投与し

てもその症状はあまり改善されない。このビタ

ミンD抵抗状態の本質は不明であったが，ただ

腎臓がこのビタミンを生物学的に活性をもっ活

性型に変換するために必要と推測されていた。

今日われわれが得ているD代謝の知識は，

DeLuca，　Fraser，　Kodickをはじめ，多数の科

学者達の優れた研究に負っている。

　ビタミンD3は，まず肝臓において側鎖の25位

の炭素が水酸化される（図3）。この反応は肝細

胞のミクロソームに存在する25－hydroxylase

によっておこなわれる。この結果25－hydroxy－

cholecalciferol（25－OH－D3）が生成される。こ

の酵素の活性は紫外線と生成物である25－OH

－D3により抑制されており過剰のビタミンDの

生産を防止しているらしい。しかし，この反応

は血清中のカルシウム，燐あるいはPTHの影

響はうけない。ついでこの25－OH－D3は肝臓か

ら血中を移動して腎臓に運ばれ，1αあるいは

24位の炭素が水酸化を受ける。前者の反応は腎

尿細管のミトコンドリアの1α一hydroxylaseに
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図3．活性型ビタミンD3の生合成

（活性型ビタミンD3＝1α，25－dihydroxycholecalciferol

＝1，25－（OH）2D3，これ以外にも、活性をもつhydroxy－

cholecalcalcifero1がある）

腎臓で生成された活性型ビタミンD3は、　D結合蛋白によって

骨や小腸などの標的組織に運ばれ生理的作用をする。

より触媒され1，25－dihydroxycholecalciferol

（1，25－（OH）2　D3）を生成する。これは最も生物

活性が高い1’2）。後者の反応では，24，25－dihy・

droxycholecalciferol（24，25－（OH）2　D3）に変換

される。前述の1α一水酸化反応はPTHと低燐

血症により賦活化され，一方，生産された1，

25－（OH）2D3により抑制される。この他にも腎

臓の二つの水酸化酵素の活性を調節するものと

してカルシトニン，プロラクチン，エストロゲ

ン，成長ホルモン，インスリン，アンドロゲン

などが挙げられる。したがって，腎臓は複雑な

ホルモン調節下で前述の2種の水酸化化合物を

生産する，謂わば，内分泌器官として機能して

いると考えられている。この様に腎臓が活性ビ

タミンD3を生産する主たる器官であるが，小

腸，胎盤，骨のごとき他の組織においても，

25－OH－D3に対する1－hydroxylaseや24－hy－

droxylase活性が検出される。このことは，腎

摘出者の血中にかなりの濃度の1，25－（OH）、D，

が検知しうることからもうなずけることであ

る。たとえば，兎と人の骨中に1α一hydroxylase

ならびに24R－hydroxylaseが存在する。〔註，

Rはrectusの略。ぐマ右”の意味。不斉炭素原子

の結合する原子（この場合はOH基）の配列を

もとにこの表記が用いられる。αは19位の炭素

の一CH3（この場合は＝CH2）とトランスの置換
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基を一個もっものをいう〕。

III活性型ビタミンD3の作用様式

　ホルモンの古典的な定義は，『生物体で極めて

微量で生理的な調節効果を示すもの』である。

それは生きている細胞，特種な腺あるいは組織

中で合成され，そこから直接血流中に分泌され

る。っいで，ホルモンは，生合成され，分泌さ

れた特定の組織から，離れた標的器官に輸送さ

れる。ここで，ホルモンは一連の特異的かつ特

徴的な生物応答を引き起こすための反応をおこ

なう。

　ビタミンDの活性型代謝物質，1，25－（OH）2

D3の作用する場所は長い間，小腸と骨組織だけ

と考えられていた。しかし，放射活性比の高い

〔3H〕1α，25－（OH）2D3を調節し3），これをビタ

ミンD欠乏ラットに注射した後に種々の組織中

の標識ビタミンDをオートラジオグラフィー1に

より検索すると意外にも従来知られていた組織

以外にも高い放射活性が検出され，下垂体の甲

状腺刺激ホルモン分泌細胞，膵臓のβ細胞，腎臓

の遠位尿細管細胞，表皮なども活性型ビタミン

D3の標的組織であることが示唆された。さら

に，既知の組織については組織内の局在性につ

いて詳細な知見が得られた。すなわち，小腸で

は粘膜上皮細胞，骨では造骨細胞，さらに副甲

状腺では，主細胞に〔3H〕1，25－（OH）2D3が高濃

度に分布していた。

　腸管から吸収されたり，皮膚で合成されたビ

タミンD3は血流を介して肝臓に，っいで腎臓に

運ばれ活性型に変換されることは記述したが，

活性型ビタミンD3は，再び血流中に出て標的組

織に運ばれるが，この時運び屋の役をするのが

ビタミンD結合蛋白（vitamin　D　binding　pro・

tein）である。この種の血清蛋白質はステロイ

ド・ホルモンの場合にも存在しており，ビタミ

ンDとステロイド・ホルモンとの類似性がここ

でもうかがえる（図4）。

　活性型ビタミンD3が標的組織でその作用を

発揮するためには，エストロゲン，テストステ

ロン4’5），プロゲステロン，コーチゾールなどの
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図4．標的細胞における活性型ビタミンD3の作用機序

　活性型ビタミンD3（主として1，25－（OH）2cholecal

　cifero1ニ1，25－（OH）2D3）は、標的細胞にはいり、

　細胞質リセプタ7（C－R）と結合して、複合体を形
　成する。ついで、核に取り込まれ、核リセプター

　（N－R）複合体としてクロマチンのアクセプター部位

　と結合し、蛋白質合成の転写の作用を発現する。

ように，標的細胞の細胞膜を通り抜けて行き，

そこで細胞質中に存在するそれぞれのホルモン

の受容体（リセプター）と特異的に結合しなけ

ればならない。ステロイドの場合，細胞質受容

体は高分子の蛋白質であり，ステロイド・ホル

モンに対して高い親和性を有し，極めて微量の

ステロイド・ホルモンを逃さずしっかりと結合

してしまう。かくしてステロイド・ホルモンと

リセプターの複合体が形成され，ついで，この

複合体は核膜を通過して核内のアクセプターと

結合する6－8）。この際，核内のアクセプターと結

合するためには，リセプターはステロイド・ホ

ルモンと複合体を形成している必要がある。ア

クセプターは，クロマチンを存在する。クロマ

チンはピストン，酸性蛋白質（非ピストン性蛋

白）とDNAより構成されることは，衆知の通

りであるが，一般にステロイド・ホルモンのア
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クセプターは酸性蛋白とDNAに存在してお

り，ピストンにはないらしい。ステロイド・リ

セプター複合体がクロマチンのアクセプター部

位と相互作用することにより，特定の暗号をも

っ　DNA　を露出させ，その部分の情報をm

－ RNAへと転写する。ここのところは不明の点

が少なくない。たぶ，プロゲステロンについて

ほんの少し分かっているだけである。いずれに

せよ特定の情報を荷ったm－RNAは核膜を通

りぬけポリゾーム上で特定の蛋白質を合成す

る。この蛋白質が酵素の場合は，酵素誘導と云

う現象がおこる。以上述べた過程は，全てのス

テロイド・ホルモンについて十分な証拠がえら

れてないが，或るステロイド・ホルモンで分かっ

ている原則的なものは，他のステロイド・ホル

モンにもあてはまると思われる。

　ビタミンD3の水酸化代謝産物，っまり1，

25－（OH）2D3と24，25－（OH）2D3の場合，腎臓がこ

れを分泌する内分泌線であることは明白であ

る。今日では活性ビタミンが標的組織において

（特に1，25－（OH）2D3については小腸と骨にお

いて），引き起こす種々の反応は丁度ステロイ

ド・ホルモンによるものと同じがごとくに行わ

れることが分かっている。事実，小腸の粘膜は

1，25－（OH）2D3の標的器官であるが，この組織

中にはこの化合物に対する特異的な親和性の高

い結合蛋白質，つまりリセプターの存在が確認

されている。もっと正しい表現をすれば，小腸

は1，25－（OH）2D3を特異的に，かっ高親和性で

結合しうる物質を有するが故に，標的組織と呼

ぶことが出来るのである。

　ステロイド・ホルモンの場合，上記のごとく

細胞質リセプターと結合して複合体を形成後，

核の中に移行するが，核膜には直径400A程の穴

が多数あり，複合体の大きさは100A以下である

ので，細胞質と核との出入は物理的に困難では

ないらしい。しかし，複合体は核に移行するた

めにはぐ括性化”もしくはCぐトランスフォメー

ション” （変形）される必要がある。活性型ビタ

ミンD3については核への移行のために活性化

の必要があるか否かまだ明確にされていない9’
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’°）

。1，25－（OH）D3一リセプター複合体がクロマ

チンと結合するためには温度依存性の活性化段

階を必要とするが川，この際には分子量の変化

を伴わず，活【生化の際に大きな分子量や分子の

形に変化のみられるエストロゲンやグルココル

チコイドと異なるというIZ13）。

　ビタミンDの核における作用がRNAを介し

て発現されることは，ステロイドと同様であ

り14’15），DNA－directed－RNAの合成の阻害剤

であるアクチノマイシンDによりビタミンDの

作用が抑制されるために，以前からDの働きが

遺伝情報の発現に関与することが知られてい

た。

　1，25－（OH）2D3の場合，これをステロイド・ホ

ルモンの概念の中に含蓄させる鍵となったの

は，それが標的組織の核中に局在することの証

拠を示したStumpfの研究成果であった2°’22）。

彼は名前とは全く反対の優れた学者であり，標

的組織において〔3H〕1，25寸OH）2D3が小腸円

柱上皮細胞核に局在することをオートラジオグ

ラフィーを用いて証明した。さらに，この組織

中に1，25－（OH），D、に対し高親和性を有する結

合蛋白の存在が示された。核中にリセプターが

存在すると，その結果としてRNA合成が刺激

される23’24）。投与後にビタミンD依存性カルシ

ウム結合蛋白（Ca－binding　protein，以後CaBP

と略す）に対するm－RNA　codingが明らかに

刺激を受けることを証明した25－29）。一方，Nor－

manらは，ニワトリヒナの小腸と腎臓のビタミ

ンD一依存性CaBPのm－RNA活性が1，
25－（OH）2D3投与後に昂進することを観察して

いる3°）。また，小腸のCaBP量は小腸粘膜に局

在する1，25－（OH）2D3量と密接に比例するこ

と，さらに腎の25－hydroxycholecalciferoL1

－hydroxylase活性と相関することが知られて

いる3D。

　従って，活性型ビタミンD3の場合にも，一般

的なステロイド・ホルモンと，そのリセプター

間の機構は普遍すると考えられる。フランスの

ジャック・モノーがノーベル医学生理学を受賞

したとき，新聞記者の『モノー博士，大腸菌で
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真実である原則は，象の細胞でも真実なので

しょうか』との質問の答えは難しいが，『ステロ

イド・ホルモンでみられる現象はビタミンDで

も真実であるか』との質問に明確な解答を与え

ることは，まもなく可能であろう。さて，ここ

でリセプターについて意義ずけておく必要があ

ろう。第一にステロイド・ホルモン（ビタミン

D3も含めて）の立体的構造をリセプターは認識

して，これを特異的に結合することである。第

二には，ステロイド・ホルモンと結合したリセ

プターが核に移行し，特定の細胞機能の発現へ

と一連の反応を行うことである。

IV活性型ビタミンD3リセプターの

　生化学的性質

　このことに関する記述は，残念ながら歯科領

域とは関係の浅い小腸，しかもニワトリヒナの

小腸から始めなくてはならない。それは，小腸

が活性ビタミンD3の代表的標的組織であり，最

も研究が進んでいるからである。1973年から

1974年にかけて932’33），ヒナの小腸に1，

25－（OH）2　D3の細胞質リセプターが存在するこ

とが初めて報告され，これを契機にビタミンD

リセプター研究の競争がスタートした。このリ

セプターは蛋白質であり，庶糖密度勾配法で3．7

S（卵白アルブミンと同じ，分子量45，000位）

に沈降することが報告された12’34－36）。初期の研

究では，分子量は47，000から70，000の範囲にあ

るとするものが多いが1°’37，最近の研究による

と分子量は，90，000から100，000の間にあり，

Stoke’s　radius（ストーク半径，分子の大きさの

目安として用いるもので，調べている蛋白質と

同じ速度でゲル濾過カラムや薄層を通過する，

完全に無水の球形の物質と比較して半径を推定

する。）は，36－38Aとされている38’39）。この様

な分子量の証正はステロイド・ホルモンでもな

されているが，これは純化の過程で試料中に蛋

白質分解酵素が含まれているために，リセプ

ターの分解がおこるからである。したがって，

試料を処理する過程で蛋白分解酵素の阻害剤を
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添加することによって真の分子量が求められ

た。

　リセプターの1，25－（OH）2D3との結合力はN

－ethylmaleinideやiodoacetamideの様なスル

フヒドリル・アルキレート剤により失われるが，

リセプターを予めそのリガンド，すなわち，1，

25－（OH）2D3と結合させておくと，失活をかなり

防ぐことができる13’4°）。このことは，リガンドと

の結合部位，あるいは，その近接部位にシステ

イン残基が存在し，それが結合活性の保持に重

要な役割をしていると思われる。小腸リセプ

ターの場合1，25－（OH）2D3との親和性は極めて

高く，解離恒数Kd＝1－50×1rl1Mである9’1°

メト43）。ステロイドの結合親和性や結合部位数を

求める方法にScatchard　plot法が用いられる。

リセプター（R）とステロイド（S）との結合

が平衡状態にある場合（R＋S之S－R複合

体），結合恒数（Ka）は解離匡数（Kd）と逆数

の関係にある（Ka＝1／Kd）。　Kdは，少ない方

が親和性が高い。リセプターはある化合物と特

異的に高親和性をもって結合し，しかも単位重

量当りの結合部位数が少なくなくてはならな

い。このことをhigh　affinity，　low　capacityと

呼んでいる。

　1，25－（OH）2D3の血中濃度は測定者により一

致してないが，成人で1－4ng／dl位である44’
45）

。これはステロイド・ホルモン，例えばアルド

ステロンの3ng／dl，コーチゾールの1．2ng／dl

（但し，いずれも，遊離型）と同様のオーダー

である。分子量も，D3が凡そ385，アルドステロ

ンとコーチゾールは，360とほぼ同じであるか

ら，これらのリセプターは東京の朝のラッ

シュ・アワーの12両連結の満員電車から一人の

特定の人間を探しだす程の能力がある。

V　活性ビタミンD3の立体構造と

　　リセプターによる識別

　リセプターはそのリガンドを識別する。この

際に，リガンドの細かい側鎖の違いは余り関係

がなく，リガンド分子の全体的な立体構造が問

題とな・る。活性ビタミンD3の場合，1α一水酸基
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と25一水酸基（1α一〇H，25－OH）がリセプターの

識別にとって最も重要である。一方，3β一水酸基

やC－19のメチレン基（＝CH2）は，いずれも全

結合力の10％ほどを分担しているに過ぎな

い12’46’47）。面白いことに，24もしくは25位の炭素

をもつ，1，24R－（OH）2D3や1，25－（OH）2D3は

リガンドとして同様の結合力を有するが，24と

25の両方に水酸基を持つ1α一24R，25R－（OH）2

D3には，リセプターと結合する力はない48）。

VI活性型ビタミンD3リセプターの

　　各組織内分布

　驚くほど種々の組織に1，25－（OH）2D3リセプ

ターが検出された。いわゆる非標的と考えられ

ていた組織にもリセプターが存在していること

がわかった。現在，哺乳類で活性型ビタミンD3

のリセプターが検出された器官，組織には，小

腸49），結腸，副甲状腺37），骨，膵臓，下垂体5°），

卵巣，皮膚5’・52｝，胎盤53），睾丸，子宮54），乳腺55），

胸腺，耳下腺56）などがある。ひとむかし前では，

とても考えられなかった程の，いわば，ぐ噺しい”

標的組織が発見され，そして将来はこれら新標

的組織の客人としての活性型ビタミンD3の生

物学的作用機序が明確になるものと期待され

る。

VH　ビタミンD一依存性のカルシウム結合

　　蛋白質（Vitamin　D－dependent　Ca

　　binding　protein）

　ビタミンD一依存性一CaBPの存在にっいて既

に簡単に記述したが，CaBPの発見はビタミン

Dの分野における最も重要な貢献の一っであっ

た。

　現在のところ四種類のCaBPが単離精製さ

れている。すなわち，分子量28，000で哺乳動物の

組織に広く存在しているもの57），分子量8，000－

11，000で哺乳動物の小腸に存在しているも

の58｝，分子量9，000で皮膚に存在し，最近性状が

わかったもの59－62），そして四番目として分子量

6，000の骨に存在するものがある63）。この中，二

番目と三番目のCaBPはCaとの親和性が高い
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（Kd＝1－10×10－7M）。分子量8，000－11，000

のCaBPはモル当りカルシウム29と，また分

子量28，000のものは49と結合する。

V皿　骨細胞と活性型ビタミンD3のリセプター

　骨において，カルシウムは主にハイドロキシ

アパタイト（〔Ca30H（PO）4）3〕2）として存在す

る。これは陽イオンとしてCa＋＋，陰イオンとし

てPO、一一とOH一よりなる錯塩である。一方，血

清中のカルシウムは極めて濃度が低いが，しか

し，恒常性が維持されている。この血中カルシ

ウム濃度の恒常性維持には，骨液コンパートメ

ント境界膜が重要な役割を果す。骨液コンパー

メントから組織液へのカルシウム輸送は，活性

型ビタミンD3とPTHによって促進され，カル

シトニンにより抑制される。一方では，このビ

タミンはPTHとともに破骨細胞を増殖し，そ

の機能を促進する。カルシトニンはこれと反対

に抑制的に働き，造骨細胞に対しては増生と機

能充進作用をする。

　さて，活性型ビタミンD3（1，25－（OH）2D3）

は骨細胞中のリセプターと結合した後に，骨吸

収をすると思われる。PTH　の場合，　cyclic

AMPを介するが，　D　3の場合は，　cyclic　AMP

の介在がないのは勿論のことである。24，

25－（OH）2D3の骨組織や軟骨組織での重要性が

注目されてきた。すなわち，軟骨組織では，

25－OH　D3から24，25－（OH）2D3が生成されるし，

また成人の骨軟化症の骨塩量が，1，25－（OH）2

D3’と，24，25－（OH）2D3の併用によってのみ増加

することが分かったからである。この事から，

1，25－（OH）2D3以外のビタミンD誘導体と結合

するリセプターが存在することが推測される。

DeLucaのグループは，ラット胎仔や鶏胚の頭

蓋冠から細胞質を調製し，D3代謝産物の結合能

をしらべた64）。その結果，両細胞質は1，

25－（OH）2D3に特異的に結合する3．5Sの高分子

を含有し，加えて25－（OH）D3と結合する5－6

Sの高分子物質をも含むこと，さらに，ラット

の頭蓋冠細胞質の5－6S分子は1，25－（OH）2

D3にも低い親和性を有することを証明した。最
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近，Nomanの研究室より報告されたcell－line

のリセプターの研究は極めて興味深いものであ

る65）。マウスの骨から誘導された安定性の強い

cell－line（MMB－1）を用いて造骨細胞における

1，25（OH）2D3のリセプターを調べた。彼と共同

者達は，既にこのMMB－1　cell4ineにおいて

コラーゲン合成が他の骨調節ホルモンと同様に

1，25－（OH）2D3により特異的に阻害される事を

観察している。彼らは1，25－（OH）2D3を細胞質

液と艀置し，細胞質にリセプターが存在するこ

とを見出し，さらに，これが核に移行してクロ

マチンに局所することを観察した。このことは，

MMB－1が他の標的組織と同様な性質をもつ

ことと，このリセプターがコラーゲン合成上1，

25－（OH）2D3の効果の調節因子であることを暗

示させる。

　歯周組織におけるコラーゲン代謝との関係

は，未だ不明であり，今後この分野での研究が

待たれる。

IX　耳下腺カルシウム結合蛋白質（CaBP）

　　と活性型ビタミンD3のリセプター

　歯科領域における活性型ビタミンD3リセプ

ターの研究は，現在のところ余り進んでいない。

近年，ChristakosとNo㎝anは56），ラットの

耳下腺中にビタミンD依存性CaBPが存在す

ることを，さらに耳下腺細胞の細胞質に1，

25－（OH）2D3に対し解離恒数Kd＝4×10－1°M

を示す特異的な結合蛋白質の存在を認めた。こ

のことは，耳下腺も活性型ビタミンD3の標的組

織であることを暗示している。

X　顎下腺と男性ホルモン

　顎下腺の活性型ビタミンD3のリセプターの

存在についての確固たる証拠は，現在のところ，

得られていない。しかし，この腺がステロイド・

ホルモンと関係が深いことを暗示するデーター

は多々ある。マウスの顎下腺はアンドロゲン依

存性であり，その穎粒管は雌に較べ雄でより発

達している。事実，ある種のプロテアーゼ66）やブ

ドー糖一6一燐酸脱水酵素67）などはアンドロゲン
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によってコントロールされている。これらの事

実は顎下腺がアンドロゲンの標的器官の一つで

あることを示唆するものである。Tak㎜aら68）

は，マウスの顎下腺細胞の細胞質に存在する

5α一dihydrotestosteroneの結合蛋白量と発育

との関係を雌雄につき比較検討したところ，こ

の結合蛋白は両性とも生後五日で検出され，こ

れは頼粒管細胞のアンドロゲン依存性の細胞分

化の開始と時を同じくすることなどを認めた。

Boothは69），雄豚の顎下腺でアンドロゲン系の

ステロイドが代謝されること，この代謝相をエ

ストロゲンが変化させること，そして，この種

の動物においても顎下腺はアンドロゲンの標的

器官であることなどを報告しているが，面白い

ことにこれらと同様のことが肝臓のアンドロゲ

ン代謝にもみられる7°）。

お　わ　り　に

　以上，活性型ビタミンD3とそのリセプターに

関する最新の知見について紹介し，これらがス

テロイド・ホルモンと，そのリセプターとの関

係と極めて類似していることを強調した。しか

しながら，歯科領域においては動物の耳下腺や，

顎下腺での僅かの知見を除いては，ビタミンD

とそのリセプターの問題は未解決のままであ

る。硬組織における将来の研究が待たれる。（本

総説で記載していない点も多々ある。専門書71

－ 75）を参照されたい）。
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